






















ら2次元の分数量子 Hal液体-の トンネリングの実験に対して､カイラル TL液体の理
論は非線型なI-V特性を予言する｡ Landauレベルの充填率が､i,-1/(奇数) とい
うLaughlin状態の場合には､I-V特性は7 - Vl/Uとなることが期待されるが､これ






































































A(LJ,k)の余因子行列､Ak は運動量のカットオフで 格子定数 aの逆数程度と考えられ
る｡ (7)式の被積分関数は上半平面に2つの極 iJCcとiICnをもっている｡ ifCcは電荷モー
ド､7歳,nは中性モードに対応している｡ K,CとK,nは､ K,n>K,C>0ととれ､相互作用が
























諾- t,叩(芸)2-vc2e(1-6), 0≦∂≦ 1･
相互作用は､α を減少させることがわかった｡
(10)
(ll)
4 まとめ
カイラル TL液体の立場からGraysonの実験を議論した｡Lee-Wenのモデルで､電
荷モードと中性モードの相互作用を考慮した結果､Graysonの実験と.Lee-Wenの結果と
のずれを説明できるかもしれないことが分かった｡
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